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「
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
を
踏
ま
え
た
原
子
力
施
設
耐
震
安
全
検
討
会
」
（
以
下
「
検
討
会
」
と
略
す
）
は
九
月
二
十

九
日
、
原
子
力
安
全
委
員
会
へ
報
告
書
（
以
下
「
検
討
会
報
告
書
」
と
略
す
）
を
提
出
し
、
同
委
員
会
は
「
原
子
力
施
設
に
お

け
る
現
行
の
耐
震
設
計
審
査
指
針
は
妥
当
」
と
の
結
論
を
了
承
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
を
導
く
元
に
な
っ
た
指
針
に
お
け

る
基
準
地
震
動
の
算
定
法
や
活
断
層
の
考
慮
の
仕
方
等
に
重
大
な
疑
問
が
あ
る
の
で
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

直
下
地
震
に
お
け
る
震
源
深
さ
の
設
定
法
に
つ
い
て 

1 

耐
震
設
計
審
査
指
針
で
は
、
活
断
層
を
見
逃
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
限
界
地
震
の
一
つ
と
し
て
全
国
一
律
に
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
、
震
源
距
離
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
直
下
地
震
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
指
針
が
用
い
て
い
る

大
崎
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
震
源
深
さ
は
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
は
な
い
。
直
下
地
震
の
震
央
距
離
は
当
然
ゼ
ロ
・
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
か
ら
、
直
下
地
震
の
震
源
距
離
は
震
源
深
さ
と
一

致
す
る
は
ず
で
あ
り
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
直
下
地
震
の
震
源
距
離
は
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
す
べ
き
で
あ

る
。
な
ぜ
、
大
崎
の
方
法
に
忠
実
に
従
っ
て
震
源
距
離
を
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
せ
ず
、
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
し
た
の 

書 「
平
成
七
年
兵
庫
県
南
部
地
震
を
踏
ま
え
た
原
子
力
施
設
耐
震
安
全
検
討
会
」
の
報
告
書
に
関
す
る
質
問
主
意 
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二 

近
距
離
地
震
の
最
大
速
度
の
計
算
法
に
つ
い
て 

1 

検
討
会
報
告
書
に
示
さ
れ
た
第
五
―
五
図
の
Ｔ
1
お
よ
び
Ｆ
1
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
震
央
距
離
が
い
ず
れ
も
十
六

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
大
崎
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
震
央
距
離
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
応
答
ス

ペ
ク
ト
ル
に
対
応
す
る
。
大
崎
の
方
法
に
よ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
）
で
は
、
△
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
値
が
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
震
央
距
離
が
こ
の
値
よ
り
小
さ
い
と
規
準
化
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
（
岩
盤
で
の
最
大

速
度
を
十
カ
イ
ン
と
し
た
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
）
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
大
速
度
は
震
央
距
離 

2 
限
界
地
震
で
考
慮
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
直
下
地
震
の
震
源
距
離
を
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
・
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
へ
変
更
し
た
場
合
に
、
現
在
ま
で
に
建
設
が
許
可
さ
れ
た
原
子
力
施
設
の
う
ち
、
審
査
当
時
に
想
定
さ
れ
た
限

界
地
震
に
よ
る
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
短
周
期
側
で
超
え
る
施
設
が
出
て
く
る
が
、
ど
の
原
子
力
施
設

か
。
ま
た
、
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
、
全
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
、
基
準
地
震
動
Ｓ
1
お
よ
び
Ｓ
2
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル

と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
、
震
源
距
離
七
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
直
下
地
震
に
よ
る
地
震
動
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を

同
一
図
上
に
記
載
し
た
各
原
子
力
施
設
ご
と
の
図
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

か
。 
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三 

大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
に
よ
る
地
震
動
評
価
の
正
確
さ
に
つ
い
て 

2 

近
距
離
地
震
動
の
最
大
速
度
を
△
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
で
カ
ッ
ト
せ
ず
、
大
崎
の
方
法
で
最
大
速
度
を
求
め
た
場
合
に
、
現
在
ま

で
に
建
設
が
許
可
さ
れ
た
原
子
力
施
設
の
う
ち
、
審
査
当
時
に
想
定
さ
れ
た
最
強
地
震
や
限
界
地
震
に
よ
る
基
準
地
震
動

Ｓ
1
や
Ｓ
2
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
短
周
期
側
で
超
え
る
施
設
が
出
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。
こ
れ
に
該
当
す
る
原
子

力
施
設
お
よ
び
該
当
す
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

に
応
じ
て
変
わ
り
、
震
央
距
離
が
△
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
よ
り
小
さ
い
位
置
で
の
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
は
、
こ
の
規
準
化
応
答
ス
ペ
ク

ト
ル
に
、
当
該
位
置
で
求
め
た
最
大
速
度
の
十
分
の
一
を
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
検
討
会
報
告
書
で
は
、
震
央
距
離
が
△
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
よ
り
小
さ
い
位
置
で
の
最
大
速
度
は
△
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
の
位
置
で
の

最
大
速
度
に
等
し
い
と
さ
れ
た
た
め
、
第
五
―
五
図
の
Ｔ

1
お
よ
び
Ｆ

1
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
震
央
距
離
二
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
で
置
き
換
え
ら
れ
る
事
態
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
相
違
な
い
か
。 

ま
た
、
規
準
化
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
だ
け
で
な
く
最
大
速
度
ま
で
も
△
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
よ
り
近
距
離
で
カ
ッ
ト
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
い
つ
、
ど
の
原
子
力
委
員
会
（
ま
た
は
原
子
力
安
全
委
員
会
）
で
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た

の
か
。 

五 

 



 

2 

検
討
会
報
告
書
に
お
け
る
第
五
―
五
図
で
は
、
断
層
モ
デ
ル
に
よ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
、
と
く
に
短
周
期
側
で
、
大

崎
ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
上
側
に
来
て
い
る
。
断
層
モ
デ
ル
に
よ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
は
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
国
内
の
原
子
力
施
設
立
地
点
で
の
地
盤
条
件
下
で
、
内
陸
地
震
の
震
源
断
層
に
近
く
震
源
も
近
い
地
点
で
は
、
こ
の 

1 

大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
は
解
放
基
盤
表
面
と
呼
ば
れ
る
岩
盤
上
で
地
震
動
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
兵

庫
県
南
部
地
震
で
は
、
松
村
組
技
術
研
究
所
の
地
下
十
五
メ
ー
ト
ル
岩
盤
上
で
の
地
震
観
測
記
録
が
こ
れ
に
対
応
す
る
。 

検
討
会
報
告
で
は
こ
の
地
点
で
の
地
震
観
測
記
録
に
対
す
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
描
き
な
が
ら
、
同
じ
図
の
上
に
大
崎
ス

ペ
ク
ト
ル
を
描
い
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
同
一
図
上
に
描
く
な
ら
、
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
が
地
震
観
測
記
録
に
対
す
る
応
答

ス
ペ
ク
ト
ル
を
か
な
り
下
回
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
相
違
な
い
か
。
こ
れ
を
確
認
す
る
た
め
、
松
村
組
技
術

研
究
所
の
地
下
十
五
メ
ー
ト
ル
岩
盤
上
で
の
地
震
観
測
記
録
に
基
づ
く
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
と
こ
れ
に
該
当
す
る
大
崎
ス
ペ

ク
ト
ル
を
同
一
図
上
に
描
い
た
も
の
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
れ
は
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
が
内
陸
地
震
に
よ
る
震
源
断
層
近
く
の
地
震
動
の
岩
盤
上
で
の
最
大
速
度
お
よ
び
応
答
ス
ペ

ク
ト
ル
を
大
幅
に
過
小
評
価
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
相
違
な
い
か
。
も
し
、
違

う
と
い
う
の
な
ら
、
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
お
け
る
右
相
違
点
の
発
生
理
由
に
つ
い
て
定
量
的
な
説
明
を
求
め
る
。 

六 

 



 

四 

耐
震
設
計
上
考
慮
す
べ
き
活
断
層
に
つ
い
て 

1 

現
行
指
針
で
は
、
基
準
地
震
動
Ｓ
1
の
発
生
源
と
し
て
、
一
万
年
前
以
降
活
動
し
た
Ａ
級
活
断
層
お
よ
び
微
小
地
震
に

よ
り
活
動
性
が
認
め
ら
れ
る
活
断
層
を
考
慮
し
、
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
発
生
源
と
し
て
、
一
万
年
前
以
前
に
活
動
し
た
Ａ

級
活
断
層
お
よ
び
五
万
年
前
以
降
活
動
し
た
（
ま
た
は
再
来
期
間
が
五
万
年
未
満
の
）
Ｂ
級
活
断
層
を
考
慮
し
て
い
る
。 

3 

大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
が
震
源
断
層
に
近
く
震
源
に
近
い
地
点
で
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
過
小
に
評
価
す
る
と
す
れ
ば
、
最
も

大
き
な
影
響
を
受
け
る
の
は
直
下
地
震
で
あ
る
。
全
国
一
律
に
想
定
し
て
い
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
直
下
地
震
の

地
震
動
を
過
小
評
価
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
原
子
力
施
設
で
、
こ
の
直
下
地
震
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
が
現
行

の
想
定
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
短
周
期
側
で
超
え
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。 

と
こ
ろ
が
、
小
出
仁
氏
ら
の
「
地
震
と
活
断
層
の
本
」
（
国
際
地
学
協
会
発
行
、
一
九
九
五
年
）
の
百
ペ
ー
ジ
に
は
「
明

治
以
降
に
活
動
し
明
瞭
な
地
震
断
層
を
出
現
さ
せ
た
活
断
層
が
十
例
ほ
ど
あ
る
。
こ
の
う
ち
Ａ
級
活
断
層
は
根
尾
谷
（
濃

尾
）
断
層
、
丹
那
（
北
伊
豆
）
断
層
の
二
例
、
Ｂ
級
活
断
層
は
、
千
屋
・
矢
流
沢
・
石
廊
崎
の
各
断
層
で
三
例
で
あ
る
。 

よ
う
に
、
断
層
モ
デ
ル
に
よ
る
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
の
方
が
大
崎
ス
ペ
ク
ト
ル
よ
り
上
側
に
来
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
違

う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
と
き
に
違
う
の
か
。 

七 

 



 

他
の
五
例
は
い
ず
れ
も
Ｃ
級
活
断
層
が
活
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
部
で
十
例
し
か
な
い
活
断
層
の
運
動
の
そ
の
半
分
を

Ｃ
級
活
断
層
が
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
「
日
本
列
島
は
こ
の
よ
う
に
、
目
に
見
え
る
活
断
層
と
お

そ
ら
く
そ
の
十
倍
以
上
の
現
在
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
活
断
層
に
よ
っ
て
切
り
刻
ま
れ
た
傷
だ
ら
け
の
断
層
列
島
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
警
告
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
Ｂ
級
活
断
層
と

評
価
さ
れ
て
き
た
野
島
断
層
が
震
源
断
層
と
な
っ
た
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
の
三
河
地
震
で
現
れ
た
深
溝
（
ふ
こ
う
ず
）

断
層
は
再
来
期
間
が
約
五
・
五
万
年
の
Ｃ
級
活
断
層
で
あ
る
。
現
行
指
針
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
野
島
断
層
は
基
準
地
震

動
Ｓ
1
の
考
慮
対
象
外
と
み
な
さ
れ
、
深
溝
断
層
は
基
準
地
震
動
Ｓ
1
お
よ
び
Ｓ
2
の
い
ず
れ
の
対
象
か
ら
も
は
ず
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
指
針
策
定
時
の
原
子
力
委
員
会
原
子
炉
安
全
技
術
専
門
部
会
耐
震
設
計
小
委
員
会
委
員
で

「
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
発
生
源
と
し
て
考
慮
す
べ
き
Ｂ
級
活
断
層
は
五
万
年
前
以
降
活
動
し
た
も
の
に
限
る
」
と
の
数
字

的
基
準
を
提
案
し
た
と
言
わ
れ
る
松
田
時
彦
氏
自
身
も
「
原
子
炉
の
ハ
ー
ド
の
部
分
と
の
兼
ね
合
い
、
つ
ま
り
活
断
層
だ

け
厳
し
く
し
て
も
…
…
と
い
う
こ
と
で
五
万
年
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
私
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
の
活
断

層
の
基
準
よ
り
は
日
本
は
甘
い
。
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
並
に
や
ら
な
か
っ
た
の
か
…
…
」
（B

e

―C
om

m
on

、
九
十
四
ペ
ー

ジ
、
一
九
九
二
年
七
月
）
と
答
え
て
い
る
。
最
強
・
限
界
地
震
の
発
生
源
と
し
て
考
慮
す
べ
き
活
断
層
が
な
ぜ
現
行
指
針 

八 

 



 

2 

基
準
地
震
動
Ｓ
2
で
考
慮
す
べ
き
直
下
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
六
・
五
と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
の
一

つ
と
な
っ
た
松
田
時
彦
氏
の
経
験
則
「
活
断
層
が
動
く
時
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
以
上
の
大
地
震
が
起
こ
る
」

（
地
理
、
第
二
四
巻
、
十
三
ペ
ー
ジ
、
一
九
七
九
年
）
は
最
近
、
松
田
氏
自
身
の
手
に
よ
っ
て
「
既
存
の
活
断
層
が
動
く

と
き
に
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
程
度
か
そ
れ
以
上
の
地
震
が
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
」
（
月
刊
地
球
号
外
十
三
号
、
九
十 

の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
さ
え
明
確
で
な
い
。
兵
庫
県
南
部
地
震
を
教
訓
と
し
、
指
針
策
定
後
の
新
し
い
知
見
を
考
慮
し

て
、
日
本
列
島
で
は
、
Ａ
級
活
断
層
だ
け
で
な
く
、
ま
だ
未
発
見
の
活
断
層
も
含
め
て
、
す
べ
て
の
Ｂ
・
Ｃ
級
活
断
層
に

よ
る
地
震
を
最
強
・
限
界
地
震
の
考
慮
対
象
と
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
発
生
源
と
し
て
五
万
年
前
以
前
の
Ｂ
級
活
断
層
お
よ
び
す
べ
て
の
Ｃ
級
活
断
層
も
考
慮
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
発
生
源
と
し
て
五
万
年
前
以
前
に
活
動
し
た
Ｂ
級
活
断
層
お
よ
び
す
べ
て
の
Ｃ

級
活
断
層
を
考
慮
外
に
置
い
た
根
拠
は
何
か
。 

基
準
地
震
動
Ｓ
1
の
発
生
源
と
し
て
一
万
年
前
以
前
に
活
動
し
た
Ａ
級
活
断
層
お
よ
び
す
べ
て
の
Ｂ
・
Ｃ
級
活
断
層
を

考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
基
準
地
震
動
Ｓ
1
の
発
生
源
と
し
て
一
万
年
前
以
前
に
活
動
し
た
Ａ
級
活
断
層
お
よ

び
す
べ
て
の
Ｂ
・
Ｃ
級
活
断
層
を
考
慮
外
に
置
い
た
根
拠
は
何
か
。 

九 

 



 

3 

兵
庫
県
南
部
地
震
に
お
い
て
は
野
島
断
層
の
北
東
方
向
神
戸
側
の
震
源
断
層
が
地
震
断
層
と
し
て
地
表
に
現
れ
て
お
ら

ず
、
今
な
お
調
査
中
で
あ
る
。
ま
た
、
昨
年
一
月
に
ア
メ
リ
カ
西
部
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
で
起
き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
七

の
地
震
は
、
地
下
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
伏
在
断
層
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
こ
の
と
き
も
地
震
断
層
は
生
じ
て
い
な

い
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
ク
ラ
ス
の
地
震
で
も
震
源
断
層
が
必
ず
し
も
地
表
に
現
れ
ず
、
地
表 

ま
た
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
の
直
下
地
震
を
想
定
し
た
場
合
に
、
現
在
ま
で
に
建
設
が
許
可
さ
れ
た
原
子
力
施
設
の
う

ち
、
審
査
当
時
に
想
定
さ
れ
た
限
界
地
震
に
よ
る
基
準
地
震
動
Ｓ
2
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
短
周
期
側
で
超
え
る
施
設
が

出
て
く
る
が
、
ど
の
原
子
力
施
設
か
。
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
、
全
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
、
基
準
地
震
動
Ｓ
1
お
よ
び

Ｓ
2
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
の
直
下
地
震
に
よ
る
地
震
動
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
同
一
図
上
に
記

載
し
た
各
原
子
力
施
設
ご
と
の
図
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三
ペ
ー
ジ
、
一
九
九
五
年
）
と
修
正
さ
れ
て
い
る
。
十
数
年
前
の
古
い
知
見
は
そ
の
後
の
新
し
い
知
見
に
よ
っ
て
修
正
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
、
指
針
で
想
定
す
べ
き
直
下
地
震
の
規
模
を
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
か
ら
少
な
く
と
も
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
、
必
要
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
は
何

か
。 

一
〇 

 



 

五 

運
転
中
の
原
子
力
施
設
の
耐
震
安
全
性
に
つ
い
て 

2 

科
学
技
術
庁
お
よ
び
通
産
省
は
九
月
二
十
九
日
、
指
針
策
定
前
の
原
子
力
施
設
の
耐
震
安
全
性
の
確
認
結
果
概
要
を
原

子
力
安
全
委
員
会
へ
提
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
原
子
力
安
全
委
員
会
へ
提
出
さ
れ
、
原
子
力
安
全

委
員
会
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
の
か
。 

1 

指
針
策
定
前
の
原
子
力
施
設
に
つ
い
て
は
現
行
指
針
に
よ
る
審
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
原
子
力
施
設
の
よ
う

に
そ
の
重
大
事
故
が
及
ぼ
す
放
射
能
災
害
の
深
刻
さ
を
考
慮
す
る
な
ら
、 

当
然
、
指
針
策
定
前
の
原
子
力
施
設
に
つ
い

て
、
新
し
い
指
針
に
基
づ
い
て
再
審
査
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
行
法
体
系
で
は
、
原
子
力
安
全
委
員
会
に

も
、
科
学
技
術
庁
に
も
、
通
産
省
に
も
、
ど
こ
に
も
、
そ
の
権
限
が
な
い
。
こ
れ
に
相
違
な
い
か
。 

や
地
下
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
範
囲
の
調
査
で
は
活
断
層
を
見
逃
す
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
に
相
違
な
い
か
。 

活
断
層
を
発
見
す
る
た
め
の
現
在
の
調
査
方
法
で
は
地
下
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
伏
在
断
層
を
発
見
で
き
な
い
、
ま
た

は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
相
違
な
い
か
。
も
し
、
発
見
で
き
る
と
言
う
の
な
ら
、
そ
の
調
査
方
法
と
検
出
精

度
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、
そ
の
調
査
方
法
は
こ
れ
ま
で
に
、
ど
の
原
子
力
発
電
所
の
調
査
に
用
い
ら
れ
た
の
か
。 

耐
震
安
全
性
の
確
認
結
果
概
要
の
表
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
基
準
地
震
動
の
最
大
値
」
は
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
得
ら 

一
一 

 



 

3 

原
子
力
施
設
の
耐
震
安
全
性
に
は
建
物
・
構
築
物
、
機
器
・
配
管
類
の
老
劣
化
、
施
工
・
製
作
ミ
ス
、
人
為
ミ
ス
を
考

慮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
原
子
炉
圧
力
容
器
は
も
と
よ
り
蒸
気
発
生
器
細
管
や
枝
管
等
に
応
力
腐
食 

れ
た
模
擬
地
震
波
の
最
大
速
度
振
幅
で
あ
り
、
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
定
め
る
解
放
基
盤
表
面
上
で
の
最
大
速
度
振
幅
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
敦
賀
二
号
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
一
九
八
〇
年
八
月
）
に
は
「
Ａ
ク
ラ
ス
の
施
設

は
、
敷
地
の
解
放
基
盤
表
面
に
お
け
る
最
大
速
度
振
幅
が
十
五
カ
イ
ン
の
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
、
又
は
最
大
速
度
振
幅
二
十

六
カ
イ
ン
の
模
擬
地
震
波
で
定
め
る
基
準
地
震
動
Ｓ
1
に
基
づ
い
て
動
的
解
析
か
ら
求
め
ら
れ
る
地
震
力
に
対
し
て
耐
え

る
よ
う
に
設
計
す
る
」
（
四
ペ
ー
ジ
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
敦
賀
一
号
の
確
認
結
果
概
要
の
表
で
は
基
準
地
震
動
Ｓ
1
の

最
大
値
は
二
十
六
カ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
基
準
地
震
動
Ｓ
2
で
も
同
様
で
あ
る
。
耐
震
設
計
で
は
設
計
用
応
答
ス
ペ
ク

ト
ル
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
定
め
る
地
震
動
の
最
大
速
度
振
幅
を
掲
載
す
る
の
が
耐
震
工
学
上
の
常

識
で
あ
り
、
原
子
力
安
全
委
員
会
で
専
門
家
に
確
認
し
て
も
ら
う
た
め
に
も
、
そ
う
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
よ
り

大
き
な
地
震
動
を
考
慮
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
こ
の
様
な
記
載
方
法
を
な
ぜ
と
っ
た
の
か
。 

す
べ
て
の
原
子
力
施
設
に
関
し
、
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
規
定
す
る
基
準
地
震
動
Ｓ
1
お
よ
び
Ｓ
2
の
最
大
速
度
振
幅
と

模
擬
地
震
波
の
最
大
速
度
振
幅
の
値
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。 

一
二 

 



 

 

一
三 

割
れ
等
の
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
、
蒸
気
発
生
器
内
振
れ
止
め
金
具
の
製
作
ミ
ス
が
発
覚
し
、
弁
や
ス
イ
ッ
チ
の
操
作
ミ
ス

な
ど
人
為
ミ
ス
が
絶
え
な
い
。
し
か
も
、
定
期
検
査
を
終
了
し
通
産
省
の
許
可
を
得
て
運
転
を
再
開
し
た
直
後
に
異
常
が

見
つ
か
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
実
を
見
る
な
ら
、
老
劣
化
、
施
工
・
製
作
ミ
ス
、
人
為
ミ
ス
を
考
慮
に
入
れ
て

耐
震
設
計
が
行
わ
れ
て
当
然
だ
が
、
こ
れ
ら
は
現
行
指
針
で
は
一
切
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
、
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
今
後
考
慮
す
る
予
定
は
な
い
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


